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「しがの流域治水」について

平成２０年（２００８年）１２月１３日

滋賀県土木交通部 流域治水政策室
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水害との闘い（滋賀県の水害史）水害との闘い（滋賀県の水害史）
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死者

387 4 91平成１３年７月豪雨

53 平成７年５月豪雨

180 平成２年１９号台風

12,282 1,662 昭和４０年秋雨前線・台風

19,816 5,920 昭和３４年伊勢湾台風

17,081 2,434 昭和３４年７号台風

29,284 9,390 昭和２８年１３号台風

床下
浸水

床上
浸水

半壊全壊事 象

昭和３４年伊勢湾台風による浸水状況（野洲市小南）
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近代治水近代治水

矢倉川

青土ダム
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２００４  台風２３号
兵庫の円山川では、
堤防が切れるなど、
４１００haが浸水した。

２００４  台風２３号
京都の由良川があふれ、
約３０名がバスの上で
助けをまった。

２００４  台風２１号
三重県宮川村では、
７００mmを超える大雨が降り
土石流が発生。

２０００  東海豪雨
新川などが決壊し、
川からあふれた洪水で
名古屋のまちが水浸しに。

２００２  台風６号
岐阜県の大谷川があふれ、
むかし遊水地であった住宅街
が浸水。

２００４  福井豪雨
福井の足羽川が決壊し、
市内が浸水。橋が流され、
交通網がマヒした。

滋賀県の周辺で発生した近年の水害滋賀県の周辺で発生した近年の水害
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最大時間雨量84mm

長浜市駅前通り長浜市駅前通り

平成２０年豪雨～平成20年7月18日長浜豪雨～

床上浸水11戸、床下浸水203戸

長浜市高田町長浜市高田町
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滋賀県の河川整備率の推移滋賀県の河川整備率の推移

■一級河川で10年確率の治水安全度を確保するには今後60年以上を必要
（残事業費6000億円/年間予算95億円（H9～H18の平均値）/年）
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※ほぼ１０年確率に相当

時間雨量50mm相当※以上の降雨に対応できる区間の延長

改修が必要な区間の延長
河川整備率＝ ×100

平成18年度末 55.1%
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洪水による被害を受けると「思わない」「あまり思わない」人の割合が約８割。

出典）県政モニターアンケート(H19.12)回答結果 回答者数：233人

県政モニターアンケートの結果県政モニターアンケートの結果

問：あなたは、今のお住まいが今後10年以内に洪水による被害を受けると
思いますか？

〈2〉18.9%

〈１〉4.7%

〈3〉39.5%

〈4〉36.9%

〈1〉そう思う

〈2〉少しそう思う

〈3〉あまり思わない

〈4〉思わない
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河川事業予算の変遷河川事業予算の変遷

補助・単独河川改良事業費・箇所数推移(平成９年からＨ２０年まで）
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単独河川改良事業費（百万円）

補助河川改修事業費（百万円）

補助・単独河川改良事業費推移（平成９年から平成２０年まで）

補助河川改
修事業費
H20/H9
＝３６．１％

単独河川改
良事業費
H20/H9
＝１３．１％

○補助＋単独
H20／H9＝24.8％

注：

単独河川改良事業とは、滋賀県が全額費
用を負担する事業です。

補助河川改修事業とは、国から一定率の
補助金を受ける事業です。
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滋賀県の治水対策の目的

■これまでの治水対策に加え、自助・共助・公助を組み合わせ、
ハード対策とソフト対策を連携し、対策を進める。

どのような洪水にあっても人命を守る

近年顕在化している課題

①気象状況の変化（集中豪雨の頻発化）

②河川整備の限界（長時間、計画以上の洪水発生）

③社会状況の変化（地域の共助体制の脆弱化）

④財政状況の逼迫

これからの対策
（水害に対する危機管理）

最優先

治水対策の目的 Ⅰ 人々の命を守る
Ⅱ 財産を守る

これまでの対策 一定規模の洪水を河道内で安全に流下させる
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流域治水検討委員会による検討

行政部会

国、県、市町による検討

検討事項

水害に強いまちづくり政策

水害に備える防災体制

住民会議
10名の公募委員と学識者ｱﾄﾞ
ﾊﾞｲｻﾞ-による検討

検討事項

自助・公助における県民の
役割と公助に期待する事
柄

流域治水の県民の普及と
協働で取り組む方策

滋賀県流域治水基本方針滋賀県流域治水基本方針
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水害に強いまちづくりと防災体制整備
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住民会議からの提言概要

水害から命を守る地域づくり

知恵を広める知恵を広める
（皆で伝え合う（皆で伝え合う

わかりやすい情報）わかりやすい情報）

人をつくる人をつくる
（誰もが役割を果たす）（誰もが役割を果たす）

水害は必ず起こるという覚悟をもって水害は必ず起こるという覚悟をもって水害は必ず起こるという覚悟をもって
その①安全な避難ができる地域づくりその①安全な避難ができる地域づくりその①安全な避難ができる地域づくり
その②防災組織が元気な地域づくりその②防災組織が元気な地域づくりその②防災組織が元気な地域づくり

その③先人の知恵と新しい情報を共有できる地域づくりその③先人の知恵と新しい情報を共有できる地域づくりその③先人の知恵と新しい情報を共有できる地域づくり
を目指します。を目指します。を目指します。

組織をつくる組織をつくる
（地域は地域で守る）（地域は地域で守る）

仲間をつくる仲間をつくる
（社会と連携する）（社会と連携する）

水害は必ず起こるという覚悟をもって
その①安全な避難ができる地域づくり
その②防災組織が元気な地域づくり

その③先人の知恵と新しい情報を共有できる地域づくり
を目指します。

公助公助 に期待することに期待すること
①河川管理・氾濫原管理①河川管理・氾濫原管理 ②危機管理②危機管理 ③安全な地域づくり支援③安全な地域づくり支援


